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１．研究計画の概要 

安定マッチング問題は、選好に基づいて安定
なマッチングを求める問題であり、研修医配
属をはじめとする様々な場面で利用されて
きている。本研究の目的は、利用が想定され
る様々な局面に合わせた定式化をし、それら
の問題に対する効率の良いアルゴリズム開
発や、計算困難性の検討を行うことである。
当初計画で上げていた課題は、以下のとおり
である。（１）同順位と不完全リストを許す
安定結婚問題の近似度。（２）柔軟な定員枠
を持つ病院/研修医配属問題。（３）複数人部
屋安定ルームメイト問題。（４）希望リスト
の偽装による効果。（５）より良い安定マッ
チングの探索。 

 

２．研究の進捗状況 

上記課題のうち（１）、（２）、（５）において
進展があったので、報告する。 

（１）本課題開始前の最良の近似度が 1.5 で
あった。本研究において、（同順位が片方に
しか現れないという制限を付けた場合に対
して）、それを 25/17（約 1.47）に改良した。
これまで組み合わせ的なアプローチが行わ
れてきていたのに対して、問題を整数計画法
で定式化し、その線形計画緩和の最適解を利
用するという新しいアイデアを提案した。改
良の度合いは約 0.03 と微小であるが、1.5 を
切ることが可能か否かは大きな未解決問題
であったので、本結果がこの分野に与えたイ
ンパクトは大きい。本結果は、国際会議 ESA 

2010 等で発表した。 

（２）病院の定員枠に下限を導入したモデル
を考案した。このモデルでは、安定マッチン
グが存在しない場合がある。そこで、本研究

では、存在しない場合に「より安定」なマッ
チングを求める問題を提案した。本研究では、
「より安定」の定義を 2 つ与え、ともに NP

困難になることを示した。第 1 の定義では近
似も困難であることを示したが、第 2 の定義
においてはそれよりも近似度を良くするこ
とが可能であることも示した。この結果は、
MATCH-UP 2008 等で発表した。 

（５）不完全リストを許す場合において、安
定マッチングの大きさは全て同じである。た
だし、安定性を考慮しなければ、より大きな
マッチングが存在する場合がある。最大サイ
ズのうち、より安定なマッチングを求める問
題は自然であるが、この問題は先行研究で提
案されていた。そこでは、リストの長さとい
うパラメータに対して、NP 困難性や多項式
時間可解性、近似困難性などが示されていた。
本研究では、唯一未解決であった、リストの
長さが 3 である場合について、近似困難性を
証明することにより、本問題に対する完全な
分類を行うことに成功した。本結果は、雑誌
Information Processing Letters に発表した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

上記項目で示したように、これまでに国際的
な結果を 3 つ得ることに成功している。この
分野における進展の速度としては、順調であ
ると言える。 

 

４．今後の研究の推進方策 
本研究課題は、平成 23 年度が最終年度とな
る。現在課題（４）を集中的に詰めているた
め、23 年度はこの課題に重点を置く。また、
上述したように、課題（１）での近似度改良
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に成功したため、この方法を突き詰めること
により、さらなる改良の可能性が出てきた
（値の改良および、一般の入力への本手法の
拡張）。この点については、上記（４）と並
行して進めていく予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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